
科⽬ テキスト 時間 
1. 環境調整の考え⽅と⽅法
2. 記録の収集と分析

PowerPoint スライド/mp4 動画 180 分 

研修のねらい 
1. ⽀援内容の組み⽴てに際し、本⼈を取り巻く環境の調整により課題解決を図る⽅法を学ぶ。
2. ⽀援記録を踏まえた本⼈へのフィードバックのあり⽅について理解する。

研修内容 
1. モデル事例による

・再アセスメントの視点
・再プラン
に関する演習を⾏う。

2. モデル事例による
・⽀援記録を踏まえた本⼈へのフィードバックの必要性の確認
・留意点の理解
に関する演習を⾏う。

番号 スライド 注意事項 

1 「演習の内容」に⼊る前か「演習のねらい」の説明

の後に、グループの⾃⼰紹介等を⾏う。 

6 ナレーション例

まず、スライド 7-11 について、各⾃で⽬を通して

みて下さい。

読み込み 10 分、説明 10 分設定 

説明 10 分の中で、スライド 7-11 について、ポイ

ントを確認していく。

【演習 02】環境調整による⽀援と記録に基づく⽀援の評価 



 

7 要確認ポイント 

・19歳のときに脳炎を患った影響で、⾼次脳機能

障害となっている。

・退院後、施設⼊所し⾃⽴訓練を利⽤した。

・その後、就労移⾏⽀援事業も利⽤し、22歳で介

護施設にパート勤務できるようになった。

・その後 9 年、⾃宅から通勤していたが、本⼈の

希望でヘルパー利⽤して⼀⼈暮らしを始めたが、1

ヶ⽉ほどで、ヘルパー事業所が対応に苦慮し始め

た。

8 要確認のポイント 

・本⼈と両親の希望は⼀致している。

・特に、両親以外に信頼できる⽀援者ができること

がゴール。障害特性の理解がその⼤きなポイント

の様⼦。

9 要確認のポイント 

・パート勤務を中⼼とした⽣活リズムは整ってい

る。

・両親を頼りがち。

10 要確認のポイント 

・収⼊は⽉ 17 万円ほどあり、ADL も⾃⽴してい

るが、コミュニケーションや慣れない場所への移

動、⾦銭管理に課題が⾒られる。また、交友関係は

ほとんどない。

・障害特性

11 要確認のポイント 

・現在も、ヘルパー間のノートの共有で、情報共有

を図っている。

・本⼈からの要望にはおうじられず、どうしてよい

か分からない。



 

12 ナレーション例

それではここから演習Ⅰに⼊ります。

13 ナレーション例

本⼈の希望に基づいて、⼀⼈暮らしを始めた TRさ

んですが、1ヶ⽉ほどで、訪問するヘルパーへの好

き嫌いを⼝にするようになり、ケア中に苛⽴った

様⼦を⾒せるようになってきました。ヘルパー事

業所でも対応に困っており、この状況が続くとケ

アの継続は難しくなるかもしれないとのことで

す。⽀援チームのリーダー格であるあなたは、何と

かしたいと思っていますが、1 つ⽬の設問として、

「課題解決に向けて、どんな情報が必要です

か︖」、2つ⽬が「それはどのような⾒⽴て（仮説・

想像）によるものですか︖」です。それぞれワーク

シート①にまず個⼈ワークとして記載していただ

き、その後、グループ共有をしてもらいます。

スライド 13-15説明5分

14 ナレーション例

個⼈ワークは 10 分、グループ共有は 15分でお願

いします。

15 ナレーション例

（１）は課題解決に向けて何が知りたいか、（２）

についてはその情報を「知りたい」「必要だ」と思

った根拠となる考えを挙げていただければと思い

ます。例えば、（１）で「本⼈と妹との関係が知り

たい」と挙げた場合、「妹がキーマンとなり得る」



といった⽀援者としての⾒通し・仮説が（２）に当

たります。このようなモデル事例を⽤いた研修で

は、受講者の皆さんは TR さん本⼈に実際に会う

ことはできませんし、得られる情報も限られたも

のになります。そんな中での演習ですので、回答・

記載の「当たりはずれ」ではなく、視点や思考のプ

ロセスを⼤切にしていただければ結構です。それ

では、個⼈ワークからお願いします。

16 ナレーション例

こちらからの追加情報を提供します。設問（１）に

対して書き出していただいた内容と照らし合わせ

てみて下さい。また、設問（２）の記載例もお⽰し

しますのでご確認下さい。（各⾃7分）

演習Ⅰ後にスライド 16-18を配布。 

読み込み各⾃７分→説明8分 

要確認のポイント 

 ⻘字部分 

17 要確認のポイント 

・R さん⾃⾝は、ヘルパーによって対応が異なる

ことや、メモや警備システムを忘れてしまったと

きの対応に不満がある様⼦。

・メモの作成⾃体や調理の際の対応も引っかかっ

ている。

・不満中⾝も、それを上⼿く伝えることができてい

ないことも問題か。

18 要確認のポイント 

 あくまで例⽰であり、グループ共有の中で、（１）

と（２）が関連づけられていればよい。 



19 ナレーション例

それでは、演習Ⅱに⼊ります。

20 ナレーション例

これまでの情報や「⾒⽴て」を踏まえ、どのように

⽀援の⾒直しを図りますか︖必要な取組を挙げて

下さい。

スライド 20-22 演習内容を説明5分

21 ナレーション例

個⼈ワークは 15分、グループ共有は 30 分でお願

いします。

22 ナレーション例

「解決すべき課題」欄には困り事・ニーズを、「取

り組むべきこと」欄にはその解決のためのアイデ

アを、「留意点」にはアイデアを実施する上での注

意事項を記載して下さい。

23 ナレーション例

ワークシート②の記載例になります。（説明後）≪

クリック≫⽀援⼿順書と≪クリック≫記録について

は、演習Ⅲで取り組みます。

演習Ⅱ後に配布し説明 10 分 



24 ナレーション例

それでは演習Ⅲです。

25 ナレーション例

TR さんからは、「買い物に⼀緒に出かけても、私

がメモを忘れてきて無駄になったことがあった。

メモがあっても、どの店で買えばよいか分からな

いこともあった。買い物メモを作るときも⼿伝っ

て欲しい。」「買い物をするときにメモを⾒忘れた

り、メモを⾒ていても買い忘れたりすることがあ

る。」という訴えもお聞きしているところですが、

設問（１）はどのようなことをヘルパー間で共有し

ておけば、改善できるでしょうか︖です。

スライド 25-27説明5分

26 ナレーション例

これは 10 分の個⼈ワークのみとなります。

27 ナレーション例

設問（１）について、TRさんが訴えている「買い

物準備」「買い物⽀援（移動⽀援）」のあり⽅につい

て、受講者個々で書き出してみて下さい。

28 演習Ⅲ（１）後にスライド 28,29を映写→記載内

容を、記録にも触れながら説明5分 



（２）実施後に記載例を配布することを伝える

30 ナレーション例

設問（２）に移ります。記録を踏まえて本⼈と振り

返る機会をもつ際の留意点を挙げましょう 2分

31 ナレーション例

各⾃ 5 分で書き出し、5 分でグループ共有して下

さい。

32 記載例の配布確認 3分 


